
ＡＳＰＩＣ会員各位 
2008年 2月 4日 

特定非営利活動法人 
ASP・SaaSインダストリ・コンソーシアム 

常務理事 技術部会長 
津田 邦和 

 
「IDCプラットフォーム研究会」発足のご案内とメンバー募集 

 
 貴社ますますご清栄のことと存じます。日ごろはＡＳＰＩＣの活動にご尽力賜り、誠に

ありがとうございます。 
 標記の件、このたびＡＳＰ・ＳａａＳの発展に不可欠で、かつＩＣＴアウトソーシング

の要でもあるＩＤＣプラットフォームについて、より有効な活用方法とさらなる市場拡大

を狙いとして、またそれらによる社会情報基盤の充実を目的として、「ＩＤＣプラットフォ

ーム研究会」を発足します。 
 趣旨ご理解のうえ、ご参加・お申込の程、お願い申し上げます。 
 

記 
 
１．想定されるテーマ 

下記は、現在考えられるテーマであり、集まったメンバーで相談の上、進めます。 
（１） ＩＤＣ・プラットフォームの解説・整理 

すでにＡＳＰ・ＳａａＳは、中小企業や自治体などで必須のソリューション

として認識されつつあるが、それらを支えるＩＤＣとプラットフォームについ

て認識を広める為、整理したドキュメントを作成する。 
（２） 環境問題への効果の整理・研究とＩＤＣ活用促進の提案 

洞爺湖サミットに向けて、ＩＣＴによるＣＯ２削減方策として、ＩＤＣへの

集約による環境問題への貢献について研究する。また、そのためのインセンテ

ィブ施策の提案とガイドラインの作成を実施する。 
（３） ＡＳＰ・ＳａａＳ認定制度への対応 

ＡＳＰ・ＳａａＳの健全な市場拡大のため、総務省による ASP・SaaSの認定
制度が０８年春からスタートするが、ASP・SaaSベンダーが認定を受ける上で
IDC業者からの情報提供が必要となる。それらの標準的情報提供内容を整理し、
さらにＡＳＰ・ＳａａＳユーザーにとっての安全・信頼性の向上に貢献する。 

（４） 認知度向上と活用促進 
ASP・SaaSがさらに発展するためには、中小ベンダーの参入も不可欠であり、



また顧客への認知度アップも重要となるため、上記（１）～（３）の作成内容

についての情報発信方法検討と展開を実施する。 
（５） 業界としてのコミュニケーション 

ASP・SaaSが発展する過程で、技術が急速に高度化・複雑化し、市場も変化
することから、課題発掘と新たな市場活性化アイデアなどについてコミュニケ

ーションをはかる。 
 
注）ここにおけるプラットフォームとは、「ＡＳＰ・ＳａａＳを効率よく、かつ安定して稼

動させ、運用するためのハードウエア・ソフトウエア・システム基盤などを指す」こ

ととする。 
 
２．期待されるアウトプット例 

下記は、今後参加メンバーで相談させていただきますので、単に現状の案です。 
（１） ＩＤＣ・プラットフォームの必要性の解説・整理 

ＥＸ．ＡＳＰＩＣによる「ＩＤＣ・プラットフォーム」解説書の作成 
  （ソフトベンダー・ＳＩベンダー・政府・自治体向け） 

（２） 環境問題への効果の整理・研究とＩＤＣ活用促進の提案 
ＥＸ．環境対応ＩＤＣ・設備ガイドライン 
ＥＸ．ガイドをクリアしたベンダーへの政府支援策の提案（税制優遇・補助） 

（３） ＡＳＰ・ＳａａＳ認定制度への対応 
ＥＸ．認定制度にかかわるＡＳＰ・ＳａａＳベンダーへの情報提供標準シー

ト等の作成 
（４） 認知度向上と活用促進 

ＥＸ．ＩＤＣ・プラットフォームセミナーの実施（参加など） 
 

３．ＩＤＣ・プラットフォーム研究会の運営 
（１） 当面の活動：発足会議にて相談の上決定します。 
（２） 活動期間：当面は１年間とします（０８年３月～０９年２月） 
（３） 会合頻度：月１～２回 

  注：第一回会合は参加申込をされた方に個別に連絡申し上げます。（３月上旬の予定） 
 
４．参加資格 

ＡＳＰＩＣ正会員企業に所属している正社員で会合に参加できる方 
 
５．申込方法 
別紙１に下記の内容を記述してお申込ください。 



（１） 参加する方の企業名・所属・役職・氏名・ＴＥＬ・メールアドレス・住所 
（２） 参加する方の上司の所属・氏名・役職・ＴＥＬ・メールアドレス・住所 
（３） ＩＤＣプラットフォーム事業の内容 

例１：ＩＤＣ（全体の箇所数と総床面積） 
例２：建物を借りてのＩＤＣ構築によるサービス 
例３：ＩＤＣ全体を賃貸してのサービス 
例４：ＩＤＣ内部に構築するハード・ソフト・プラットフォーム（その内容） 

 
６．締め切り：０８円２月１５日（金）１７：００まで 
 
連絡先：ASPインダストリ・コンソーシアム・ジャパン 

メールアドレス：office@aspicjapan.org 
〒108-0075 東京都港区港南 1-6-38 イズミヤビル 3F 

TEL：03-5796-9691／FAX:03-5460-0515 
 

以上 


